
日本健康福祉政策学会 岡山大会 第 1回実行委員会 議事録 
 

開催日時 平成 18年 9月 8日（金） 午後 6時 30分～午後 8時 
 
Ⅰ 議事内容報告 
 １・進行について 
○ 実行準備資料に基づき進行  
開会挨拶：宮原伸二 
司会： 山下幸恵、福本忠裕 

  
1 日本健康福祉政策学会趣旨 
2 全国役員と支部役員の紹介        
3 第 10回大会について 
（記載内容を紹介） 

4 第 11回大会 岡山大会 
１）岡山大会の特色について 
 1～7の特色案に関しての意見交換を行う。 

① 福祉の職場の労働問題、低賃金、ﾍﾙﾊﾟｰについて取り上げて欲しい。 
② 健康・医療・福祉における、普遍的な仕組みづくりの重要性。「点

から面への政策作り」 
③ NPO、ボランティアの姿「現在の姿及び未来の姿」について取り
上げてみてはどうか？ 

④ 少子高齢化時代の介護の課題 
⑤ 団塊の世代、市民が積極的に参加できる学会作りが必要。 
⑥ 介護保険、認知症について市民の立場で取り上げる。等 

 
  「岡山大会の理念、コンセプト」について 

 “心豊かで支えあう暮らし”を考えるとき、わたしたちは生命・生活の質

の豊かさを考えます。そして、私たちに「思いや願い」が芽生えたとき、

それらを「暮らしのかたち」にしていこうとします。このプロセスにおい

て、様々な生活問題と課題を抱え一人では問題を解決し得ない状況が生ま

れます。 
 その解決においては、住民自らの主体的な問題解決への活動参画を基本

に、行政や医療・保健、福祉関係者等が協働し“共に支えあう地域づくり”

を行う必要があります。そして、この実現に向けて、参加者同士の課題を

我がことと受け止め、お互いの知恵を出し合い既存の価値観や常識からの



パラダイム展開を図り、新たな政策提言・立案を行える学会を目指します。 

 そんな出会い、語り合い、発表する場が、第１１回日本健康福祉政策学

会岡山大会です。 

 
２）実行委員紹介（配布資料参照） 
３）大会役員紹介 

1 大会役員名簿 
① 大会長 宮原伸二 
② 大会副会長 青木佳之 
        山本茂樹 
③ 大会顧問 福岡英明 
④ 企画運営、総務・情宣、プログラム、医師会・プライマリケア担

当、エクスカーション、懇親会、宿泊、報告書 
⇒企画運営～報告書については、各担当責任者が情報提供し、所

属者が手続き、手配等を行う。 
⑤ 事務局 NPO法人総合ケアシーザル内 

 
４）大会準備について 

① 主管・共催の確認 
主管 NPO法人総合ケアシーザル 
共催 社会福祉法人 岡山県社会福祉協議会 
後援 岡山県、岡山市（参加率を上げるため） 
   岡山県プライマリ研究会（調整中） 
   岡山市プライマリ研究会（調整中） 

② 開催日程の確認 
２００７年１２月７日（金）エクスカーション、理事会、市民公開講座 
     １２月８日（土）大会１日目 
     １２月９日（日）大会２日目 

③ 会場の確認 
岡山県総合福祉会館（仮押え済み） 
※ 但しその他の会場候補も検討してみる。小規模の分散会、井戸端会議

など考慮し、様々な参加人員数に対応できる会場が理想。他の学会と

の調整必要。 
１）岡山市立後楽館高校 
２）プラザホテル 等 

④ テーマの決定について 



《案》 
◇ “いのちとくらし”を守る政策参加 
◇ 点から面への政策づくり 
◇ “いのちとくらし”を守る新たなパラダイム建設 
◇ 協働のまちづくりの「壁」を乗り越える 

 
※ テーマの決定については、前述の「岡山大会の特色、理念、

コンセプト」をもとに後日正式決定する。 
※ 様々なテーマ案の提案を求める。 

５）大会内容 
① 第１１回日本健康福祉政策学会開催までの流れ（ポイントのみ説明） 
¾ ２００６年１２月 第１０回日本健康福祉政策学会開催 
岡山大会の広告宣伝のための参加 

¾ ２００７年２月 第２回実行委員会開 
第１１回大会内容決定、シンポジスト、パネラー、座長決定 

¾ ２００７年 1０月 第３回実行委員会開催 
¾ ２００７年１２月７日～８日  
第１１回日本健康福祉政策学会開催 

② 日程説明（ポイントのみ説明） 
○１２月８日 
 １２：００～１３：００ 公開委員会（同学会の特徴） 
 １５：００～１７：００ 分散会の開催 
○１２月９日 
 ９：００～１１：００ ポスター発表 

  １２：００～１３：００ 昼食 （音楽療法や音楽バンド、その

他幅広い案を出す） 
 １３：００～１４：３０ 井戸端会議（同学会の特徴） 
 １４：３０～１６：００ 記念講演（NPO、市民活動など） 

※ 記念講演の演者についてはご推薦ください。 
（候補：さわやか福祉財団 理事長 堀田 力様） 
 
※ 大会２日目の後半参加者がいなくなる傾向にあるため、

最後まで参加してもらえる策を検討する。（記念講演の

内容吟味） 
 


